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女川地域の緊急時対応骨子案を踏まえた確認・調整事項 

 
骨子案 確認・調整事項 対応状況、今後の予定 

１．はじめに 

２．女川地域の概要 

３．緊急事態における対応体

制 

 

■既存資料の再確認【全市町】 

・原子力災害の職員対応マニュアル・要領等 

・原子力災害以外の避難計画や職員対応マニュアル・

要領等 

■基礎データの確認【全市町】 

・一部不足データの確認（市町内の避難所収容人数、

避難行動要支援者の支援者数） 

［対応状況］ 

・関連資料収集中。【全市町】 

 

［要検討事項］ 

・次年度のデータの更新時期（本年度は、既存のデー

タに基づき整理） 

・津波被災地域等、住基上の人口と実際の居住者数が

異なる可能性がある地域の実態把握、データ整理方

法 

［今後の予定］ 

・次年度、新規データを収集（緊急時対応の基礎データの時点修

正）。【全市町】 

・中長期的な検討：今後のデータ更新スケジュール等について、

作業部会で検討。【国、県】 

４．PAZ 内の施設敷地緊急事

態における対応 

５．PAZ 内の全面緊急事態に

おける対応 

■初動対応体制の確認【女川町、石巻市】 

・市町災害対策本部、一時集合場所等の配備体制 

［対応状況］ 

・関連資料収集中。【女川町、石巻市】 

［今後の予定］ 

・収集した資料に基づき、女川地域の緊急時対応案に反映し、県・

市町に確認。【国、県】 

■情報伝達体制の確認【女川町、石巻市】 

・各市町における住民への災害時の情報伝達手段 

［対応状況］ 

・関連資料収集中。【女川町、石巻市】 

［今後の予定］ 

・収集した資料に基づき、女川地域の緊急時対応案に反映し、県・

市町に確認。【国、県】 

資料１ 



2 

骨子案 確認・調整事項 対応状況、今後の予定 

■施設敷地緊急事態要避難者の対応の確認【県、女川町、

石巻市】 

・学校、保育所等の避難の方針（保護者引渡しのタイ

ミング等） 

［対応状況］ 

・保護者への引渡しのタイミングについて検討中【県、女川町、

石巻市】 

例）警戒事態で保護者への引渡しを開始し、引渡しができない

児童等は施設敷地緊急事態で避難を開始し、避難先で引き渡

す方針とする。 

・学校等の個別計画の整備状況の実態把握済。【県】 

［今後の対応］ 

・女川地域の緊急時対応案への反映。【国】 

・医療機関、社会福祉施設の調整スキーム等の確認

【県】 

－避難先のマッチング状況、受入れ先確保のための

調整方法の確認 

－入所者数、職員数、施設所有車両等の確認 

［対応状況］ 

・避難先のマッチング、アンケート等による施設情報の把握等を

実施。【県】 

［今後の対応］ 

・PAZ（準 PAZ）の具体的な避難先施設名称等の確認。【県】 

・アンケート調査による各施設の入所者数等について、女川地域

の緊急時対応案に反映。【国、県】 

・各施設の個別計画の整備状況の確認。【県、女川町、石巻市】 

・在宅の避難行動要支援者の避難の方針 ［対応状況］ 

・バスの避難ルート等について検討中。【国、県、女川町、石巻市】 

■必要車両数の推計内容、確保策の確認【県、女川町、

石巻市】 

［対応状況］ 

・PAZ、準 PAZ の収集データに基づいた推計値の算出中。【県】 

［今後の対応］ 

・市町所有分で不足する車両について、関係機関と調整。【国、県】 

・調整結果を踏まえ、女川地域の緊急時対応案に反映。【国】 
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骨子案 確認・調整事項 対応状況、今後の予定 

■離島（出島）の避難手順の確認【女川町】 

・海路避難における関係機関との調整 

［対応状況］ 

・計画上使用する港、集合場所、集合場所への経路等を確認。【国、

県、女川町】 

・PAZ、準 PAZ の船舶事業者（定期航路）との調整を開始。【県、

女川町】 

［今後の対応］ 

・船舶事業者との調整を進め、他地域の緊急時対応の内容と同様

な対応を記載。【国、県、女川町】 

■避難経路の確認 

・複合災害を想定した複数経路の設定（計画上想定し

ている経路について、さらに検討する必要がある

か） 

［対応状況］ 

・各市町の避難計画に基づき、避難経路を女川地域の緊急時対応

案に反映。【国、県、女川町、石巻市】 

［今後の対応］ 

・必要に応じて、さらに複数経路を設定。 

・避難経路（避難先市町村も含む）の東日本大震災での被災状況、

復旧状況の実態確認（国道、県道、市町村道）。複合災害時の方

針の検討。【国、県、女川町、石巻市】 

■避難を円滑に行うための対応策【県（県警）、市町】 

・主要交差点等の交通整理・誘導・規制、広報等の交

通対策の検討状況 

 

［対応状況］ 

・主要交差点等の交通対策について、県警と調整を開始。【県】 

［今後の対応］ 

・他地域の緊急時対応の内容、女川地域の特性等を踏まえ交通対

策を記載。【国、県】 

・住民への平常時からの避難手順や避難経路等の啓発

状況 

［今後の対応］ 

・各市町の取り組み（住民用の原子力防災パンフレット等）を把

握し、女川地域の緊急時対応案に反映。【国、県、全市町】 
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骨子案 確認・調整事項 対応状況、今後の予定 

■複合災害による孤立時の対応方針の確認【女川町、石

巻市】 

・屋内退避施設の検討 

［対応状況］ 

・PAZ、準 PAZ について、現地の実態調査を実施。【国、県】 

［今後の対応］ 

・孤立時の対応方針について引き続き検討。【国、県、女川町、石

巻市】 

・屋内退避施設（放射線防護施設含む）の検討と共に、備蓄物資

の整備状況等を確認。【国、県、女川町、石巻市】 

 

６．PAZ に準じた避難を実施

する地域における対応（半

島） 

6-1．ケース１（陸路避難）に

おける対応 

■４．５．の確認事項と同様  

6-2．ケース２（海路避難、空

路避難）における対応 

■海路避難の避難手順の確認【県、女川町、石巻市】 

・港への避難経路、集合場所 

・海路避難における関係機関との調整 

 

［対応状況］ 

・陸路が利用できない場合に、計画上使用する港、集合場所、集

合場所への経路等を確認。【国、県、女川町、石巻市】 

・準 PAZ も含めた船舶事業者（定期航路）との調整を開始。【県、

女川町、石巻市】 

6-3．ケース３（屋内退避）に

おける対応 

■複合災害による孤立時の対応方針の確認【石巻市】 

・屋内退避施設の検討 

［対応状況］ 

・PAZ、準 PAZ について、現地の実態調査を実施。【国、県】 

［今後の対応］ 

・孤立時の対応方針について引き続き検討。【国、県、女川町、石

巻市】 

・屋内退避施設（放射線防護施設含む）の検討と共に、備蓄物資

の整備状況等を確認。【国、県、女川町、石巻市】 



5 

骨子案 確認・調整事項 対応状況、今後の予定 

７．PAZ に準じた避難を実施

する地域における対応（離

島） 

■海路避難の避難手順の確認【県、女川町、石巻市】 

・海路避難における関係機関との調整 

［対応状況］ 

・計画上使用する港、集合場所、集合場所への経路等を確認。【女

川町、石巻市】 

・準 PAZ も含めた船舶事業者（定期航路）との調整を開始。【県、

女川町、石巻市】 

［今後の対応］ 

・船舶事業者との調整を進め、他地域の緊急時対応の内容と同様

な対応を記載。【国、県、女川町、石巻市】 

８．UPZ 内における対応 ■初動対応体制の確認【全市町】 

・市町災害対策本部等の配備体制 

［対応状況］ 

・収集した資料に基づき、女川地域の緊急時対応案に反映中。【全

市町】 

［今後の予定］ 

・緊急時対応案の内容について、県・市町に確認。【国、県】 

■情報伝達体制の確認【全市町】 

・各市町における住民への災害時の情報伝達手段 

［対応状況］ 

・収集した資料に基づき、女川地域の緊急時対応案に反映中。【全

市町】 

［今後の予定］ 

・緊急時対応案の内容について、県・市町に確認。【国、県】 

■避難行動要避難者等の対応の確認【県、全市町】 

・学校、保育所等の避難の方針（保護者引渡しのタイ

ミング等） 

［対応状況］ 

・警戒事態で保護者への引渡しを開始し、引渡しができない児

童等は全面緊急事態で屋内退避を実施する方針とする。 

・医療機関、社会福祉施設の調整スキーム等の確認

【県】 

－避難先のマッチング状況、受入れ先確保のための

調整方法の確認 

［対応状況］ 

・避難先のマッチング、施設情報の把握等を実施。【県】 

［今後の対応］ 

・UPZ のマッチング状況、緊急時の避難先確保の調整スキームの確
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骨子案 確認・調整事項 対応状況、今後の予定 

－入所者数、職員数、施設所有車両等の確認 認。【県】 

・アンケート調査による各施設の入所者数等について、女川地域

の緊急時対応案に反映。【国、県】 

・各施設の個別計画の整備状況の確認。【県、全市町】 

■必要車両数の確保策の確認【県】 

・バス協会等との調整状況 

［対応状況］ 

・バス協会との協定締結に向けた調整を継続中。【県】 

［今後の対応］ 

・女川地域の緊急時対応案への反映。【国、県】 

■避難経路の確認【市町】 

・複合災害を想定した複数経路の設定（計画上想定し

ている経路について、さらに検討する必要がある

か） 

・避難退域時検査場所を通過する経路とする必要あり

（必要に応じて経路の変更） 

［対応状況］ 

・各市町の避難計画上の避難経路を確認。 

［今後の対応］ 

・複数経路を設定していない市町は、経路の複数化を検討。【国、

県、市町】 

・女川地域の緊急時対応案への反映。【国】 

・避難経路（避難先市町村も含む）の東日本大震災での被災状況、

復旧状況の実態確認（国道、県道、市町村道）。複合災害時の方

針の検討。【国、県、全市町】 

９．放射線防護資機材、物資、

燃料備蓄・供給体制 

■放射線防護資機材の備蓄・供給体制の確認【県】 

・PAZ、準 PAZ の備蓄状況 

［今後の対応］ 

・平成30年度での整備状況を女川地域の緊急時対応案に反映。【国、

県】 

・緊急時の供給方法（備蓄拠点等） ［今後の対応］ 

・備蓄拠点、緊急時の供給拠点等を明確化し、女川地域の緊急時

対応案に反映。【国、県】 
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骨子案 確認・調整事項 対応状況、今後の予定 

■生活物資等の備蓄・供給体制【県、全市町】 

・生活物資等の行政備蓄数 

・物資供給等に係る協定締結状況 

［今後の対応］ 

・平成30年度での整備状況を女川地域の緊急時対応案に反映。【国、

県】 

・緊急時の供給方法（備蓄拠点等） ［今後の対応］ 

・備蓄拠点、緊急時の供給拠点等を明確化し、女川地域の緊急時

対応案に反映。【国、県】 

１０．緊急時モニタリングの

実施体制 

■緊急時モニタリングの体制、MP 整備状況等の確認【県、

関係機関】 

・緊急時モニタリング計画、モニタリング資機材の整

備状況 

［今後の対応］ 

・平成 30 年度での整備状況を女川地域の緊急時対応案に反映。

【国、県】 

１１．原子力災害時の医療の

実施体制 

■安定ヨウ素剤の備蓄、配布状況の確認【県】 

・PAZ の配布状況（最新版の共有） 

［対応状況］ 

・PAZ は事前配布を実施済み。 

［今後の対応］ 

・平成 30 年 4 月 1日時点の事前配布の実績を女川地域の緊急時対

応案に反映。【国、県】 

・UPZ の配布方針、備蓄先の検討状況 ［今後の対応］ 

・緊急配布の方針に基づいた備蓄場所、配布場所・配布体制等に

ついて、女川地域の緊急時対応案に反映。【国、県】 

・複合災害による孤立化が想定される地域の事前配布について引

き続き検討。【県、市町】 
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骨子案 確認・調整事項 対応状況、今後の予定 

■避難退域時検査場所、体制の確認【県】 

・候補地の選定状況 

・検査体制確保に係る関係機関との調整状況 

［今後の対応］ 

・候補地の管理者との調整を実施。【県、市町】 

・不足箇所の追加。【県】 

・検査体制の具体化に向けた関係機関との調整。【県】 

・上記、調整結果を女川地域の緊急時対応に反映。【国、県】 

■原子力災害医療体制の確認【県】 

・拠点病院等の指定状況 

［今後の対応］ 

・原子力災害拠点病院、原子力災害医療協力機関を女川地域の緊

急時対応案に反映。【国、県】 

１２．国の実動組織の支援体

制 

■実動省庁との調整【国】 

・他地域の取り組みも踏まえた実動省庁との調整を実

施 

［今後の対応］ 

・他地域の緊急時対応、女川地域の地域特性等を踏まえ、緊急時

対応案に必要事項を記載。【国】 

 



資料２ 

緊急時対応策定に向けて市町による調整が至急必要な課題 

 

項目 地域区分 現状 
PAZ・準 PAZ UPZ 

１．在宅の避難行動要支援者 
要支援者数の時点修正 ○ ○ 市町により収集日が異なる 
支援者数 ○ ○ 石巻市，登米市(未収集) 
要支援者のうち無理に避難すると健康リス

クが高まる者の数 
○ △ 未着手 

支援者のうち自家用車で移動する者の数 ○ △ 未着手 
福祉車両（ストレッチャー・車イス） 
の利用者数 

○ △ 未着手 

バス利用者数 ○ △ 上記の数字で算出予定 
２．輸送能力の確保 
一時集合場所ごとの乗車人数 ○ ＊ 行政区人数－福祉車両利用

人数で算出予定 
避難経路を精査し，使用するバスの大きさ

（乗車定員）の設定 
○ 未着手 

３．避難経路関係 
複合災害を想定した避難経路の確定 ○ ○ 未着手 
バス順路の設定 ○ ○ 未着手 
４．準ＰＡＺの避難方針 
放射線防護対策施設の整備計画 ○  未着手 
緊急時対応に掲載する屋内退避施設の確認 ○ 未着手 
海路避難時の利用港，集合場所，経路等 ○ 未着手 
５．避難計画作成 
私立幼稚園・保育所の計画作成支援 県が実施する施設へ

の確認の支援 
作成率が 20%程度のため，

各施設への確認が必要 
○・・５月中旬まで把握が必要な必須事項  

△・・素案策定まで把握が必要な項目 

＊・・緊急時対応には保有台数のみを記載するが，バックデータとして必要項目を収集 

【今後の対応方針】 

 ＊平成３０年度５月中旬を目途に作業をお願いしたい。 
 ＊本項目以外でも緊急時対応策定のため，課題が明らかになった場合，データ収集等に

ご協力いただきたい。       
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